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ホ ル モ ン と抗原性が 近似す る と考えられる．

　67．に 対す る 追 加 　 （阪大） 谷沢 修

　 1．　 免疫方 iXbSCornplete　Frettnd’s　adjuvant と boo．

ster 　effect を 利用 した もの では少量抗原 で 100DO倍 の

passive　haenlagglutination が得られ る 事 は 既 に 発表 し

た ．

　 2． Immttnoelectrophoresis で は 抗 HOG 血清 に は

γ
一globulin抗体 の 他 に β

一globulin に も抗 体 の あ る事が

わ か っ た ．

　3． 妊婦血清 を starch 　block　electrophoresis で分畫

し gonadotropic　activity を測 定 す る と α か らγ
一globulin

に 活 性 が 認 め られ ， 殊 に α と β に 蛋自量あた りの 活 性 が

高 い 成績が出 た が ， 化学的 に抽出 した もの は α の 位置に

活性 が 高 く ， Immunoelectrophoresisで も β、 の 位置 に

沈 隆線が 出 る 事か ら血清中に お け る H ・C・Gの char 糾 ま

抽出 した もの と異 る事が わ か っ た ．

　4。 妊娠反応 として は 第 9群70に 追加 す る．

　答弁　　　　　 （H 医大）大川 　公康，大川 　了 洗

　  　H ・C・G・の 純度にっ い て は抗体作製に は あ る程度

の 不純物の 混 入 は差支 えな い と考え られ る．理 由はH ・C．
G・の 純化は 困難 な 事 と抗体 中の 非 特 異性 の も の は 吸 収

し得 るか らで あ る．

　  H ．C．G ，は人胎盤性の 帝臓 の ゴ ナ ド トロ ピ ン の み

を使用 した の で種族の 異 っ た もの は使用 して い な い ．

　  　H ．C ．G．抗体 は 交叉 二 次免疫泳動では α E グ ロ ブ リ

ン との み沈降線を形成 した ．

　68．絨毛性 ゴ ナ ドト［1 ピ ン （HCG ・）の 免疫学的

研 究

　　　　 （名大）

　　　　　石塚　直隆，宮河 　昭夫，風戸　貞之

　尿 中 HCG の 定性 ，定量 は従 来生物学的方法 に よつ て

行 わ れ て 来た が ， 多数の動物を 必要と し ， 且実験法 ， 動

物の 飼育管理 等が 甚 だ 煩 雜 で あ る． Wide ＆ Ge 皿 zel1

（工960），次い で．Robbins等 （1962）が家兎をHCG で

免疫 し ， 抗血清 を作り，Hemagglutination 　reaction に

よ り ，
in　 vitro でHCG の 定 性 ，定 量 が 可能であ る事

を 発 表 した． 我・璧は wide 等 の 方法に っ い て 検討を 行

い，既 に発表した が ， 未 だ定性反応 が 不安定であ る．一

方 Polystylen を latex　Hemagglutination 系に 利用 し

た RDbbins 等の 方 法 に っ い て 検 討 を行 い ， 又 略 く 同 様

の 反応形式であ る Ortho 　Pregnancy 　Test の 提供を受

け ， 併せ て 検討 を 行 つ た所 ． 極めて 良好 な 結果が得ら

れ，臨 床 上 routine な 方 法 と レて使用出来 る事を確認 し

た の で報告する 6

　実験方法 Primogo 皿 yl を抗原 と して 家兎を 免疫 し，

Adjuvant 抗体 を作っ た ．実験操作は Robbins 等 の 方法

に略 ぐ準じた カ  尿，抗血清， Latex の 量 は そ れぞ れ

O．3． 0．3， 0．5ccと し ， 反応 時間及 び 温 度 は Ortho

Pregnancy 　test に準じた ．

　実験成績

　 1． 抗体価 ：抗 血 清の Titer は 256× 〜 512 × で あ っ

た．抗体分析 （Ouchterlony 法）の 結果 ， 尿及 び 血清成

分との co 皿 ta皿 inatiQn が認め られ ． 両 成分を用い 吸収

抗 血清 （ 128× 〜 256 × ）を 作 り実験 に 用 い た ．Prola−

ctin ，　Anteron ，
　ACTH 　Hypohorin との contarnination

は 認め な か つ た．

　 2． 妊娠反応 （Robbins 変法）

　妊娠 5〜翌 週迄の 223例 に於け る成績は 93．3％ （208

例） が 妊娠反応陽性を示し，妊娠前期 （91例）は98．9％

  0例），中期 （58例） は 94．8％ （55例），後期 （T4例）で

は85ほ ％ （63例）が陽性反応を示 した 。胞状鬼胎　（15

例 ），絨毛上皮腫 （12例），外妊 （4例）の 処置前後に於け

る成績は Friedman 反応 （Fr．　R ．と略す） と平行 して

行 っ た結果全例共
一
致 した ．頚癌，筋踵及 び健康入等 の

非妊婦人 （ユ09例） に於 て は 99．1％ （108例 ）が 陰性反

応を示した ．Fr．　R ．と 平行 し て行 っ た 35例 は 全例 生 物

学的反応 と
一致した ． 以 上 の 如 く， 全 363例 中96．7％

（34τ例） に妊娠反応 の 適 中を見た．

　3。 妊娠反応 （Ortho ）

　妊娠 6　”・42tat迄の 68例 に 於ける 成績は88．2％ （60）が

陽性反応を 示 し，妊娠前期 （51例）では 94．1％ （48例），

中期 （5） 100％，後期 （12）では 58．3％ （7 ）が 陽性

反応 を 示 した．胞状鬼胎， 絨毛上皮腫を含 む症例（14例）

に 於 て は 93。8％ （13例） が 定性可能であ っ た ． Fr．　R．

と平行 して 行 っ た 33例 に於て は 90．9％ （30例 ）が
一
致を

見 た ．

　 4． 尿中HOG の 定量

　尿を倍数稀釈 し．Primogonyl を規準 と して算定 した

妊婦63例 の 定量値は ， 妊娠前期 （2丁例） 130．000 三u 几

中期 42 ，000　iull， 後期 26 ，eOO　iull 結果を得た ．妊娠

週 数 に分類 して 検 討 して み る と，Wide 等 の 求 め た 定量

平均曲線と略 it同様の 傾向を 示 した．

　68．に 対 す る迫 加　　　　　　（阪大）谷 沢　　修

　血球 を使用 しな い もの は particle に 抗原性 が な い の

で あ っ か い や す く ， す ぐれ た も の と思い ます ．

　私 も N ．Gilb。a の 行っ た BaSO
、 を 用 い る 方法 ag 一
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glutination を検討しま した ．抗原感f乍が 2 分問で す む

の・と Bu 迂cr が 不要 な 点で は使 い 易い の で す が ，　 senslti −

vity が μg レ ベ ル で あ り， そ の 点を 改艮 出来 れ ぽ 実 用

性 の 高 い もの と考えます。

　質問　　　　　　（九 大）空 閑 茂登 ， 楠田　雅 彦

　  　抗血清力価 の 決定は ど の 様な 方法 に よつ て 行 つ た

か 。

　  　具体的 に抗 血 清の 純化 に どの 様 に 行つ た か 。

　  純化した場合 力 価 に どの 程度低下 した か 。

　  　得 た抗血 清の titreの 安定件は 如何 ？

　67．68．に対す る質問，追加

　　　　　　　　　 （九大）楠 田　雅彦 ， 空閑　茂登

　  凝集反 応 に 羊血 球 を用 い た 時 と Latex を使用 し

た 場合の ， 操作手技 や実験戊績に っ い て優劣は如何 ？

　  　Anti −sera の 保存法は ど の よ う に して い られ ます

か ？

　  　
’
私達 の 行っ た羊血 球凝集阻 IL反応 に よ る尿 中HO

G の 検定では80％以下 の 適 ［「］率 しか得られ ず 。wide の

法 に 基 く， 拍［球を感作 して 用 うる 方法に は未だ種 々 の 解

決困難 な 、点が 多い と，思う。

　質 問　　　　　　　　　（神戸医大）望 月　真人

　1） 免疫 学的測定法 に は使用す る 抗原 が 非常に 問題 と

な り ます が ，私共が prymo 即 nil を puperelectrophwein

で分離しま す と製品 に よ っ て 3 か ら 4 分劃 に 分離 さ れ ま

す．そ こ で，そ の 糖製法 を い か に されて い ますか ．

　2） 又 抗原に 使用す る G の 鍾属 に よ る 差 は ど うで し よ

うか ．

　3） 最後 に 生 体内移動 に 関す る 問題です が，私共 の 結

果 は G は γ グ ロ ブ リン と 移動 し て お りま した eG は生 体

内に 多量 に 与えた際 に は γ，β，
α

，
A1 分劃 に存在す る と云

い ます．どの 程度 の 量を使用 さ れ ま し た で し よ うか ？．

　答弁　　　　　　　　　　　 （名大）宮河　昭夫

　1． 我・唄・ま Ouchterlongの 反応で抗体分析を行 っ た

所 ，
cO 皿 mereial 　HGG とは 2 ，3 の 反応 を認 め た ． 従

つ て 抗血 清 の 特異性 は 尿，血 清 成 分で吸 収 操作 を行 い 得

た 。

　 69．絨毛性 ゴナ ド トロ ピ ン に対す る Cortisone

の 抗ホ ル モ ン 的作用 に関する研究

　　　　　　（t−t
’
“．沢大 ）　 赤須 　文男 ， 桑原　惣隆

　 妊婦尿中な らびに．rlh中絨 毛 性 ゴ ナ ド トロ ピ ン （以 下H

CG と略）値は 妊娠箒 60　H 前後で peak を示 し，以後，急

速 に低 下 し peak 以 薦 の 値 を保 ちっ っ 末期 に 到 る の で あ

るが ，こ の ざ い 急激 に増力iした HCG 値が 何故急速 に 低

下するか と云 う理由 に つ い て は 諸説は あ る ぶ 定説と さ る

べ き も の の な い 現状で あ る 。ぞ こ
’
ご我k は HCG 値 の こ

の 場 合 の 低下 が 妊婦体内に 生 じた あ る 種 の Antigonado −

tropic 　Factor とも称す べ きもの ｝こ よ る の では な い か と

考 え，ま ずそ の 第 1 段階と して 免疫学的 に 妊娠各期 の 血

清 とIICG 製剤 との 間 で 寒天 ゲ ル 内 沈降反 応 ，及 び 免 疫

電気泳動法的観察 を行 っ た ．そ の 結果は 何れ も陰性 で あ

り，こ れ らの 実験 シ ス テ ム では 血清中に Antigonadotr  ．

pic　Factor を 証 明 出米 な か つ た．し か し，　 妊婦血 清中

に 前記の Factor が あ る とすれば HCG の 生 物学的作用

を抑制する筈であ り， そ こ で ， 妊娠各期 の 血清の
一

定 量

と HCG 製剤の
．．
妃 量とを 墨 時間 incubate後，幼若 メ

ス マ ウス に 投 与し e 卵巣 な らび に 子宮重量 を 測定 し た

所 ， 妊 娠初期 に抑制効果が 強 く， こ の 事実 よ り Antigo −

nadotropic 　FactQr と考え られ る もの は ，
　 H 　C　G に 対 し

緩慢に 抑制効果を及 ぼ すもの ではない か と考えられた 。
一

方 ， 妊婦血 中の 各種 ホ ル モ ン の 動態をみ る と， 妊娠

初期 に peak を な す Glucocorticc》ids　が あ り，　 こ れ が

Antigonadetropic　Factor と して HCG の 血 中濃度の 変

化 に 関与す る の で は な い か と 推定 し e 基礎実験 と して

Cortisone　acetate の 種 女 量 を HCG の 一定 量 と同 時 に幼

若 メ ス マ ウ ス に 投与 し．卵巣 な ら びに 子宜重量 の 変化 を

測定 し，更 に 組織学的 に勧i察 した。そ の 結果，Cortis  ne

Acetute は H （＞G の 生 物学的効果 を抑制す る 傾向 に あ

り ， 特 に 卵巣に対す る効果 を 強 く抑 制す る事 を 知つ た。

しか も，以上 の 実験 よ c’； sCortisone 　acetate の A 搬 igG．．

nadotropic 　Activity は 直接的であ り，更 に妊娠初期の

五ICG 値の 急 激 な 低 ドに Glucocorticoidsの 増星が 何

か 関連 して い るの では な い か と推察 さ れ る．
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